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【 工 事 名 】 河 内 町 保 健 セ ン タ ー 空 調 機 改 修 工 事

〒 3 0 0 － 1 3 2 2 　 茨 城 県 稲 敷 郡 河 内 町 古 河 林 6 4 5
T E L 0 2 9 7 － 8 4 － 3 5 2 5
F A X 0 2 9 7 － 8 4 － 3 3 9 5

代 表 取 締 役  杉 　 山 　 晃 　 規

有 限 会 社  古 河 電 設
電 気 設 備 設 計 施 工

〒 3 0 0 － 1 3 3 4 　 茨 城 県 稲 敷 郡 河 内 町 小 林 町 歩 2 7 1 － 2
T E L 0 2 9 7 － 8 4 － 2 0 1 9
F A X 0 2 9 7 － 8 4 － 4 5 3 9

代 表 取 締 役  川 　 村 　 加 代 子

有 限 会 社  川 村 建 設 工 業有 限 会 社  川 村 建 設 工 業

▲ 野 澤 町 長 が 受 賞 者 を 称 え た

【 工 事 名 】 河 内 町 営 み ど り の 里 団 地 1 号 棟 屋 根 及 び 外 壁 改

修 工 事
【 工 事 名 】 町 道 2 0 4 3 号 線 舗 装 補 修 工 事

〒 3 0 0 － 1 4 0 3 　 茨 城 県 稲 敷 郡 河 内 町 金 江 津 5 1 0 7 番 地
T E L 0 2 9 7 － 8 6 － 2 1 1 1
F A X 0 2 9 7 － 8 6 － 2 6 2 3

代 表 取 締 役  細 　 谷 　 貴 　 弘

　
河 内 町 は ８ 日 、 ２ ０ ２ ６ 年 度 優 良 建 設 業 者 表 彰 式 を 町 役 場 大 会 議 室 で 開 催 し た 。 受 賞 の 栄

に 浴 し た の は ㈲ 川 村 建 設 工 業 、 細 谷 建 設 工 業 ㈱ 、 ㈲ 古 河 電 設 の ３ 社 。 式 典 で 野 澤 良 治 町 長 は「 今 後 と も 地 域 の 発 展 と 町 民 福 祉 の 向 上 に お 力 添 え を い た だ き た い 」 と あ い さ つ 。 諸 岡 周 示町 議 会 議 長 は 「 町 の 暮 ら し を 支 え る イ ン フ ラ 整 備 は 皆 さ ま の 確 か な 仕 事 で 成 り 立 っ て い る 」と た た え た 。 そ の 後 は 川 村 建 設 工 業 の 野 澤 勇 也 現 場 代 理 人 、 細 谷 建 設 工 業 の 細 谷 貴 弘 代 表 取締 役 、 古 河 電 設 の 杉 山 晃 規 代 表 取 締 役 が そ れ ぞ れ あ い さ つ し た 。地 域 の 発 展 に 寄 与
2 0 2 6 年 度2 0 2 6 年 度  河 内 町 優 良 建 設 業 者 表 彰 河 内 町 優 良 建 設 業 者 表 彰

ご あ い さ つ

野 澤 　 良 治

河 内 町 長

　 日 頃 よ り 、 本 町 の 公 共 工 事 に お い て 、 品 質

の 高 い 施 工 と 適 切 な 施 工 管 理 に 努 め ら れ 、 本

町 の 発 展 に 多 大 な る ご 貢 献 を い た だ い て お り

ま す こ と に 、 心 よ り 敬 意 と 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

　 建 設 業 界 を 取 り 巻 く 環 境 は 、 担 い 手 不 足 や

資 材 価 格 の 高 騰 な ど 、 依 然 と し て 厳 し い 状 況

が 続 い て お り ま す 。 そ の よ う な 中 に あ っ て も 、

皆 様 に は 地 域 に 根 差 し た 建 設 業 者 と し て 、 町

民 生 活 を 支 え る 重 要 な 役 割 を 担 っ て い た だ い

て お り ま す 。

　 今 後 と も 、 皆 様 に は 優 れ た 技 術 力 と 豊 富 な

経 験 を 存 分 に 発 揮 さ れ 、 良 質 な 公 共 工 事 の 施

工 を 通 じ て 、 地 域 の 発 展 と 町 民 福 祉 の 向 上 に

引 き 続 き お 力 添 え い た だ き ま す と と も に 、 町

政 運 営 に 対 し ま し て も 、 変 わ ら ぬ ご 支 援 、 ご

協 力 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

　 結 び に 、 本 日 表 彰 を 受 け ら れ た 皆 様 に は 、

心 よ り お 祝 い 申 し 上 げ ま す と と も に 、 今 後 ま

す ま す の ご 健 勝 と ご 活 躍 、 そ し て 建 設 業 界 の

さ ら な る ご 発 展 を 祈 念 申 し 上 げ 、 お 祝 い の 言

葉 と い た し ま す 。

　 本 日 は 、 誠 に お め で と う ご ざ い ま す 。

　
常 陸 太 田 市 は こ の

ほ ど 、 排 水 ポ ン プ 車定 期 操 作 訓 練 を 源 氏川 堤 防 （ 三 才 町 ） で

実 施 し た 。 同 所 で の 訓 練は 、 今 回 が 初 め て 。 訓 練 には 市 の 幹 部 職 員 や 内 水 対 策室 職 員 、 排 水 ポ ン プ 車 運 用支 援 業 務 委 託 者 ６ 社 が 参加 。 排 水 ポ ン プ 車 の 操 作 確認 や 水 出 し 訓 練 実 技 な ど を行 い 、 災 害 に 備 え た 。　
市 で は 、 ２ ０ １ ９ 年 の 台

風

1 9号 に よ る 三 才 町 の 冠 水

　
梅 原 支 部 長 は 冒 頭

「 建 設 業 は イ ン フ ラ整 備 や 有 事 の 際 の 防災 ・ 減 災 な ど 、 地 域

の 守 り 手 と し て 地 域 を 支 える 大 切 な 基 幹 産 業 だ が 、 重大 災 害 に 直 結 す る こ と が 多い 。 労 働 災 害 ゼ ロ を 目 指 すた め 、 本 日 の 安 全 大 会 を 通被 害 を 受 け て 排 水 活 動 箇 所整 備 （ 源 氏 川 堤 防 改 良 舗 装

栗 原 栄 所 長 は 「 建 設 業 界 は暮 ら し と 地 域 基 盤 を 支 え る重 要 な 仕 事 で あ る 一 方 、 判断 を 誤 れ ば 命 を 失 い か ね ない 危 険 と 隣 り 合 わ せ の 仕 事で も あ る 。 災 害 ゼ ロ を 目 指す に は 受 ・ 発 注 者 が 連 携し 、 災 害 防 止 に 向 け た 取 り組 み を 強 化 し て い く こ と が重 要 。 全 て の 現 場 で 無 事故 ・ 無 災 害 を 達 成 で き る こと を 祈 念 す る 」 と 語 っ た 。　
続 い て 、 安 全 優 良 現 場 表

彰 と 安 全 標 語 表 彰 を 実 施 。梅 原 支 部 長 か ら 表 彰 状 と 記念 品 が 手 渡 さ れ 、 会 場 か ら所 は 源 氏 川 堤 防 （ 里 川 西 部排 水 樋 管 付 近 ）  。 工 事 延 長Ｌ ２ ３ ０ ｍ 、 Ｗ ３ ～ ８ ｍ 。道 路 舗 装 工 （ 進 入 路 、 転 回場 ） Ａ ８ ４ ０ ㎡ 。 水 位 表 示板 、 階 段 工 。　
訓 練 で は 、 ま ず 排 水 ポ ン

プ 車 の 概 要 や 操 作 方 法 を 確認 し 、 排 水 ポ ン プ 車 の 点 検を 実 施 。 そ の 後 、 水 出 し 訓練 実 技 と し て 実 際 に 水 路 から 源 氏 川 へ 排 水 を 行 い 、 一連 の 流 れ を 確 認 し た 。　
訓 練 後 、 藤 田 謙 二 市 長

は 「 こ の 度 排 水 活 動 箇 所 の整 備 が 完 了 し 、 実 践 に 近 い

じ て 各 社 の 安 全 管 理 体 制 の改 善 ・ 向 上 に 努 め て ほ しい 」 と あ い さ つ 。　
来 賓 の 茨 城 労 働 局 水 戸 労

働 基 準 監 督 署 の 中 村 剛 署 長は 「 今 年 の 全 国 安 全 週 間 のス ロ ー ガ ン は 『 多 様 な 人 材　
全 員 参 加

　
み ん な で 育 て

る 安 全 職 場 』  。 多 様 な 方 々と と も に 、 安 全 で 安 心 に 働く こ と が で き る 現 場 を 目 指し て い た だ き た い 。 労 働 基準 監 督 署 と し て も 引 き 続 き労 働 災 害 防 止 を 呼 び か け てい く 」 と 述 べ た 。　
県 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 の

工 事 ） を 進 め て お り 、 こ のほ ど 竣 工 を 迎 え た 。 工 事 箇

温 か い 拍 手 が 送 ら れ た 。　
そ の 後 は 水 戸 労 働 基 準 監

督 署 の 齋 藤 海 斗 主 任 が 「 時間 外 労 働 規 制 関 係 に つ いて 」  、 安 全 衛 生 課 の 山 田 実課 長 が 「 建 設 業 に お け る 労働 災 害 防 止 に つ い て 」 と 題し て 講 演 を 行 っ た 。　
最 後 に 、 日 立 商 事 ㈱ の 小

林 啓 弥 専 務 取 締 役 が 大 会 宣言 を 読 み 上 げ 、 参 加 者 全 員で 労 働 災 害 ゼ ロ の 達 成 を 誓い 合 っ た 。　
受 賞 者 は 次 の と お り （ 敬

称 略 ）  。　 【 安 全 優 良 現 場 】　
■ 新 江 龍 一 （ 珂 北 開 発

㈱ ）　
■ 増 山 秀 仁 （ ㈲ 宇 野 建

材 ）　 【 安 全 標 語 】　
■ 最 優 秀 作 品 『 慣 れ と 過

信 は 危 険 の サ イ ン

　
み ん な

で 築 く ゼ ロ 災 害 へ 』 ＝ 伊 藤真 由 （ 珂 北 開 発 ㈱ ）形 で の 訓 練 に な っ た か と 思う 。 全 国 で 災 害 が 頻 発 化 ・激 甚 化 し 、 い つ 災 害 に 見 舞わ れ る か 分 か ら な い 状 況 だが 、 皆 さ ま に は 訓 練 に 励 んで い た だ き た い 。 有 事 の 際に は 訓 練 の 成 果 を 発 揮 し 、市 民 の 安 全 ・ 安 心 を 守 っ てい た だ け れ ば 」 と 述 べ た 。　
排 水 ポ ン プ 車 運 用 支 援 業

務 委 託 者 は 、 次 の と お り（ 順 不 同 ）  。　
■ ㈱ 根 本 工 務 所 ■ ㈲ 飛 田

組 ■ 会 沢 建 設 ㈱ ■ ㈱ 岡 田 建設 ■ ㈱ 八 丈 建 設 ■ 日 立 商 事㈱

代 表 取 締 役
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鉄 を 通 し て 社 会 に 貢 献 す る株 式 会 社

 オ ー バ ル  ・  テ ッ ク

鉄 骨 建 設 業国 土 交 通 大 臣 認 定 Ｍ グ レ ー ド 工 場

藤 田 市 長 齋 藤 主 任 栗 原 所 長 中 村 署 長 梅 原 支 部 長

▲ 訓 練 の 様 子

▶ 約

1 1 0人 が 参 加 し て 安 全 意 識 を

高 め あ っ た

▶ 安 全 優 良 現 場 表 彰 の 受 賞 者 が記 念 撮 影

▶ 安 全 標 語 表 彰 の 受 賞 者 が 記 念撮 影

安 全 大 会
２ ０ ２ ６ 年 度

　
県 建 設 業 協 会 太 田 支 部 （ 梅 原 基 弘 支 部 長 ） は こ

の ほ ど 、 市 生 涯 学 習 セ ン タ ー ふ れ あ い ホ ー ル で 第４ 回 災 害 ゼ ロ 推 進 安 全 大 会 を 開 催 し た 。 来 賓 な ど約 １ １ ０ 人 が 参 加 。 表 彰 式 や 労 働 災 害 防 止 に 関 する 講 演 な ど を 通 じ て 、 安 全 意 識 を 高 め 合 っ た 。

茨 建 協 太 田 支 部

安 全 管 理 体 制 の 改 善 を
災 害 防 止 へ 意 識 向 上

排 水 ポ ン プ 車 の 操 作 学 ぶ

内 水 対 策 に 向 け 訓 練

常 陸 太 田 市
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